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中３数学 出題のねらいと対策 

全体の平均点60.8点です。大問別テーマのうしろの数字は，全体の大問別正答率です。個

人成績表を見ながら，不得意テーマに対する今後の学習の方針を見つけましょう。 

１ 式の計算・確率 76.0％ 

ねらい：中学１･２年生の範囲の式の計

算，確率の定着度をみる。 

分析と対策：⑴四則計算の計算順序，符

号等に注意しましょう。⑵式の値の問

題は，はじめに式を簡単にしてから代

入することを考えましょう。負の数を

代入するときには，かっこをつけて代

入しましょう。⑷場合の数を数えると

きには数えもれに注意しましょう。 

 

２ 方程式の解法 78.7％ 

ねらい：１次方程式，連立方程式の計算

の定着度をみる。 

分析と対策：⑴③小数を含む式では，両

辺を何倍かして整数の式に直してから

計算します。⑵連立方程式に x，y の
値を代入して，a，b の連立方程式と
して解きます。 

 

３ 関数・図形 57.5％ 

ねらい：反比例，１次関数，対称，円錐

の表面積，円周角，多角形と角

の定着度をみる。 

分析と対策：⑴⑵⑶反比例の式や直線の

式の求め方，変域の求め方を確認しま

しょう。⑷線対称な図形の性質を確認

しましょう。⑸側面の展開図は半径８

㎝，弧の長さ６π㎝のおうぎ形になり

ます。⑹円周角の定理を確認しましょ

う。⑺多角形の外角の和は360°にな

ります。 

４ 方程式の応用 43.7％ 

ねらい：問題文から１次方程式や連立方

程式を立式し，解く力をみる。 

分析と対策：⑴最も小さい数を xとおい
て，４つの偶数の和について立式しま

す。⑵ケーキを作るのに使った量と残

った量について連立方程式を作ります。 

 

５ １次関数の利用 30.0％ 

ねらい：１次関数を利用して，座標平面

内の図形の面積などに関し，問

題を解く力をみる。 

分析と対策：⑴mの式は傾きがわからな
いので，切片や通る点の座標を利用し

て，傾きを求めます。⑵①四角形ＡＢ

ＣＤをいくつかの三角形に分けて考え

ます。②Ｐの x座標を pとして，①で
求めた面積の値から式を作ります。ま

たは，△ＢＣＤ＝△ＢＣＰとなり，こ

れよりＰＤ//ＢＣとなることからＰＤ

の式を求め，mとの交点であるＰの座
標を求めます。 

 

６ 三角形の合同 46.2％ 

ねらい：図形の性質，合同条件の定着度

をみる。 

分析と対策：⑴正三角形の性質を利用し

て証明を進めます。三角形の合同条件

を確認しておきましょう。⑵平行線の

錯角が等しいこと，三角形の外角がそ

れととなり合わない内角の和に等しい

ことを利用します。 


